
 

                              

 

 

 

 

 

 

  

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

 かりいほ便り 

令和５年  11 月  20 日 

 第３０号  

 ８月ももうすぐ終わりとは言え、まだまだ暑さが続くこの日…『かりいほ夏祭り』が行わ

れました。 

職員お手製の水鉄砲・ヨーヨー釣り・射的など、アイデア溢れるどこか懐かしさも感じる

『縁日お遊びゲーム』では、皆さん無邪気な子供のように目を輝かせ、一喜一憂しながら楽

しんでいました。 

そして、夏祭りと言えばお馴染みのかき氷！！いちごとブルーハワイの２つの味から選ん

でもらい、わずかな涼を得ながら、皆で美味しく食べました。他にも鮎の塩焼き・トウモロ

コシ・アメリカンドッグにフライドポテト・冷やしトマトといった心躍るメニューが祭りを

彩りました。 

特設ステージにおいては、カラオケ発表会が行われました。 

皆さんそれぞれ十八番である選曲で挑み、気持ちよさそうに歌っていました。ソロだけでは

なく、デュオで歌う姿も多く見られました。 

かりいほで採れた、黒い縞模様も濃く、ボウリングの玉よりも大きなスイカは皆でスイカ

割をして楽しく食べました。 

おしまいは花火です。夏の主役である花火は、かりいほの敷地であれば心置きなく満喫で

きます。 

毎年恒例になりつつある『かりいほ夏祭り』ですが、アイデアを駆使しながら、皆さんの

童心を引き出すべく準備した甲斐あって、今年も楽しい時間となりました。 

 

 

 

夏祭り 

 



 

 

   実習生より 

 
私は９月の間、実習生としてかりいほで勉強させて頂きました。かりいほの皆さんはとても明

るくて、愉快で、話していて時間を忘れるほどでした。実習初日も不安な私に気さくに話しか

けてきてくれたので、すぐに打ち解けることができました。あっという間の１ヵ月間でした

が、思い出や学びが数えきれないほどあって、とても充実した実習期間になりました。本当に

お世話になりました。また皆さんにお会いできることを楽しみにしています。 

                     日本社会事業大学 3年 阿部 詩音 

約１ヶ月間大変お世話になりました。実習が始まるまでは、不安でいっぱいでしたが、あっと

いう間で楽しい１ヶ月でした。利用者さんや職員の方からたくさん学ばせていただき、とても

貴重な経験となりました。今まで、どのような生き難さを感じ、今このかりいほという施設で

どのような姿勢で入所されているのか。また、生き難さと向き合う姿を見て、胸を打たれるも

のがありました。かりいほの職員の方のように、行動一つ一つにしっかりとした根拠と意味を

持って支援できる支援者になりたいと思いました。お忙しい中、このような学びの多い実習に

していただき、心から感謝しています。本当にありがとうございました。 

                     日本社会事業大学 3年 長谷川 朋実 

 



 

運動会 

 
10月 11日（水）秋空の下、今年もコロナ対策の関係で観戦者なく運動会が開催されまし

た。午前中のみで 5種目の競技で賑わいました。競技に参加されない人も応援で楽しんでい

ました。 

プログラム 1番は例年の様にパン食い競争から始まり、玉運び、段ボール運び、玉入れ、

万歩計競争など 3チームで競い合いました。 

パン食い競争では好みのパンに大きく口を開けて何度も挑戦する姿、一発でゴールに向か

う人様々でした。ゲットしたパンと牛乳で 10時のおやつになりました。 

団体競技で見せてくれた惜しみない声援やハイタッチも見逃せない光景でした。最も感動

したのが、普段運動している姿を見たことのない○さんが縄跳びをしていたことです。聞く

と、小学校以来だと話してくれました。 

総合点では 3チームの点数は大差なく終えました。 

楽しみにしていた昼食は、調理さん手作りのお弁当、デザートには焼き芋を頂きました。

又、夕食には焼き肉パーティーで賑わい大盛況に終わりました。来年こそは保護者の方々も

ご一緒に参加できる様になればと願っています。 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wixsite.com/home 

土砂災害避難訓練 

  令和５年７月１２日に、土砂災害避難訓練を実施しました。今年度は台風が接近し、警戒

レベルが４（避難指示）になったため、大田原市の旧両郷中学校に避難するという想定で行

いました。終わったあとは体育館や校庭で食事をしました。職員、利用者一斉に行動する機

会は近年減少しているので貴重な経験になりました。 

かりいほがある場所は大田原市の防災ハザードマップによると、土砂災害警戒区域になっ

ています。土砂災害防止法に基づき防災訓練を毎年実施することになって、今年で３度目で

す。回を重ねるごとに、利用者や職員の動きもスムーズになってきています。しかし、改善

点は毎年見つかるので、実施しつづけ、災害対策について考え続けるということが重要だと

感じさせられます。 

現在かりいほでは災害時の BCP（業務継続計画）の作成も行っています。災害時であって

も、利用者様の生命、生活を守るために、生活介護事業、施設入所支援を実施出来るよう対

策していきます。 


